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都
市
環
境
整
備

吹
田
操
車
場
等
跡
利
用

市
議
会
で
は
、
市
民
の
生
活
環
境
の
保
全
と
交
通
の
利
便
向

上
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
対

策
を
講
じ
る
た
め
都
市
環
境
整
備
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
旧
国
鉄
吹
田
操
車
場
の
跡
地
等
の
利
用
に
つ
い
て
、
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
沿
っ
た
利
用
計
画
を
実
現
す
る
た
め
吹
田
操

車
場
等
跡
利
用
対
策
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
特
別
委
員
会
は
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
理
事
者

と
と
も
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
活
動
経
過
と
成
果

の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
の

発
生
源
対
策

委
員
会
で
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
発
生
源
対
策
に
つ
い
て
、
理
事
者

に
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
対
策
特
別
措
置

法
の
対
象
と
な
る
焼
却
炉
が
１２
基
あ

り
、
こ
れ
ら
の
事
業
所
に
は
、
今
後

と
も
基
準
・
指
針
の
順
守
、
燃
焼
管

理
の
徹
底
な
ど
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類

の
排
出
抑
制
を
指
導
し
て
い
く
。

吹
田
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
の

自
動
車
排
気
ガ
ス
対
策

委
員
会
で
は
、
名
神
吹
田
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
周
辺
の
自
動
車
排
気
ガ
ス

対
策
に
つ
い
て
、
日
本
道
路
公
団
の

対
応
と
ア
イ
ド
リ
ン
グ
防
止
の
た
め

の
保
冷
車
用
電
源
装
置
の
設
置
に
つ

い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
次
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

佐
井
寺
中
学
校
に
お
け
る
大
気
汚

染
に
よ
る
生
徒
か
ら
の
健
康
被
害
の

訴
え
に
対
し
て
、

日
本
道
路
公
団
で

は
駐
車
区
画
の
変

し
ゃ
お
ん
へ
き

更
や
、
遮
音
壁
の

か
さ嵩
上
げ
工
事
等
を

行
う
と
と
も
に
、

平
成
１４
年
（
２
０

０
２
年
）
２
月
と

１０
月
に
は
自
主
的

に
大
気
汚
染
調
査

を
行
っ
た
。
た
だ
、

こ
れ
ら
の
対
策
を

既
に
講
じ
て
い
る

こ
と
や
、
大
気
汚

染
測
定
の
結
果
が

お
お
む
ね
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い

る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
現
時
点
で
は

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
内
に
保
冷
車
用
の

電
源
は
設
置
さ
れ
て
い
な
い
。
今
後

と
も
、
市
と
し
て
公
団
に
強
く
要
請

し
て
い
き
た
い
。

防
災
体
制
の
確
立

防
災
訓
練
を
実
施

委
員
会
で
は
、
防
災
組
織
及
び
活

動
体
制
の
整
備
と
し
て
、
地
域
防
災

総
合
訓
練
と
抜
打
ち
の
緊
急
連
絡
訓

練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
防
災
等

複
合
施
設
の
事
業
内
容
を
検
討
し
て

い
る
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

交
通
バ
リ
ア
フ
リ
ー

基
本
構
想
策
定

委
員
会
で
は
、
交
通
バ
リ
ア
フ
リ

ー
法
に
基
づ
く
基
本
構
想
の
策
定
に

つ
い
て
、
理
事
者
か
ら
次
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

本
市
で
は
、
駅
周
辺
の
徒
歩
圏
で

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
（
障
壁
を
な
く

す
こ
と
）
を
重
点
的
・
一
体
的
に
整

備
す
る
た
め
、
最
優
先
で
重
点
整
備

す
る
江
坂
、
山

田
、
吹
田
・
豊

津
の
３
地
区
を

定
め
、
基
本
構

想
を
策
定
し

た
。
策
定
に
あ

た
り
、
障
害
者
、

高
齢
者
、
子
ど

も
連
れ
の
保
護

者
な
ど
市
民
と

と
も
に
、
市
内

の
駅
舎
及
び
駅

周
辺
の
公
共
施

設
な
ど
を
結
ぶ

移
動
経
路
の
利

便
性
・
安
全
性
の
現
地
調
査
や
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
後
、
問
題
点
や
課
題
を
整
理

し
、
第
一
段
階
と
し
て
最
優
先
重
点

整
備
の
３
地
区
の
選
定
を
行
い
、
地

下
鉄
江
坂
駅
、
阪
急
・
大
阪
モ
ノ
レ

ー
ル
の
各
山
田
駅
、
Ｊ
Ｒ
吹
田
駅
、

阪
急
吹
田
・
豊
津
駅
の
６
駅
に
つ
い

て
、
平
成
２２
年
（
２
０
１
０
年
）
度

を
目
標
に
整
備
し
て
い
く
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

運
行
の
可
能
性
を
探
る

委
員
会
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
運
行
に
向
け
た
取
組
み
に
つ
い

て
、
理
事
者
に
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

市
民
の
福
祉
向
上
と
地
域
の
環
境

改
善
に
貢
献
す
る
交
通
シ
ス
テ
ム
と

し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行

の
可
能
性
を
探
り
、
ま
た
、
そ
の
位

置
付
け
、
利
用
効
率
、
望
ま
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・
シ
ス
テ
ム
の
あ

り
方
を
、
大
阪
大
学
と
本
市
と
で
連

絡
協
議
会
を
設
け
、
共
同
研
究
し
て

い
る
。

現
在
、
既
に
運
行
し
て
い
る
福
祉

巡
回
バ
ス
の
現
状
分
析
を
行
う
と
と

も
に
、
交
通
行
動
の
実
態
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。
今
後
、
検
討
を
行
い
、
平
成

１７
年
（
２
０
０
５
年
）
に
は
運
行
を

予
定
し
て
い
る
。

自
転
車
駐
車
場

順
次
駅
前
に
整
備

委
員
会
で
は
、
駅
周
辺
の
放
置
自

転
車
を
な
く
し
、
利
便
性
の
向
上
を

図
る
た
め
、
自
転
車
駐
車
場
の
整
備

に
取
り
組
む
よ
う
求
め
て
い
ま
す

が
、
理
事
者
か
ら
次
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

平
成
１２
年
（
２
０
０
０
年
）に
は
、

関
大
前
自
転
車
駐
車
場
（
８
８
５
台
）

を
、
平
成
１４
年
（
２
０
０
２
年
）
に

は
、
南
高
浜
自
転
車
駐
車
場（
２
０
０

台
）
を
整
備
し
た
。

ま
た
、
山
田
駅

周
辺
整
備
事
業
に

あ
わ
せ
て
、
山
田

駅
前
に
３
か
所
合

計
２
２
３
５
台
収

容
可
能
の
自
転
車

駐
車
場
を
今
年
５

月
か
ら
供
用
開
始

す
る
。

豊
津
駅
前
自
転

車
駐
車
場
に
つ
い

て
は
、
平
成
９
年

（
１
９
９
７
年
）

に
阪
急
電
鉄
か
ら

用
地
を
先
行
取
得
し
た
が
、
住
民
の

理
解
が
得
ら
れ
ず
、
今
日
に
至
っ
て

い
る
。
平
成
１３
年
（
２
０
０
１
年
）

度
に
整
備
規
模
な
ど
計
画
の
見
直
し

を
行
い
、現
在
、関
係
機
関
等
と
協
議

を
進
め
て
い
る
。
今
年
度
中
に
整
備

を
行
い
、
平
成
１６
年
（
２
０
０
４
年
）

度
に
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

（
※
４
か
所
で
計
９
５
８
台
を
整
備

す
る
と
し
て
い
ま
す
。）

さらなる環境対策が求められる吹田サービスエリア

吹
田
操
車
場
は
、
昭
和
５９
年

（
１
９
８
４
年
）
に
高
速
道
路
網
の
整

備
と
と
も
に
、
物
流
が
鉄
道
輸
送
か

ら
道
路
輸
送
へ
と
移
行
す
る
中
、
そ

の
役
割
を
終
え
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
跡
地
に
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
北
側
に

あ
る
梅
田
貨
物
駅
の
機
能
（
取
扱
量
）

の
約
半
分
を
移
転
さ
せ
る
計
画
に
つ

い
て
、
平
成
９
年
（
１
９
９
７
年
）

６
月
に
国
鉄
清
算
事
業
団
（
現
日
本

鉄
道
建
設
公
団
）
か
ら
正
式
な
協
議

の
申
し
入
れ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
本
市
、
摂
津
市
、
大
阪

府
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
、
Ｊ
Ｒ
貨

物
�
の
５
者
の
間
で
、
移
転
に
伴
う

環
境
対
策
や
貨
物
取
扱
量
な
ど
に
つ

い
て
、
協
議
・
交
渉
の
結
果
、
平
成

１１
年
（
１
９
９
９
年
）
１
月
に
、「
梅

田
貨
物
駅
の
吹
田
操
車
場
跡
地
へ
の

移
転
計
画
に
関
す
る
基
本
協
定
」
が

締
結
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
基
本
協
定
に
は
、
吹
田
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
（
仮
称
）
で
の
貨
物

取
扱
量
や
梅
田
貨
物
駅
に
残
る
貨
物

の
大
阪
市
内
で
の
取
扱
い
、
環
境
対

策
等
に
つ
い
て
、
事
業
者
と
し
て
誠

実
に
履
行
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
が
解
決
さ

れ
な
け
れ
ば
、
移
転
事
業
の
着
手
に

は
至
れ
な
い
と
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
事
業
者
の
日
本
鉄
道
建
設

公
団
は
、
基
本
協
定
に
従
い
、
本
市

の
環
境
影
響
評
価
条
例
に
基
づ
き
、

環
境
影
響
評
価
の
手
続
き
を
進
め
て

い
ま
す
。

平
成
１４
年
（
２
０
０
２
年
）
１
月

に
は
吹
田
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
（
仮

称
）
建
設
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評

価
準
備
書
に
つ
い
て
、
日
本
鉄
道
建

設
公
団
か
ら
模
型
、
図
面
等
を
使
っ

た
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で

従
来
の
貨
物
専
用
道
路
に
つ
い
て
、

実
施
計
画
書
に
対
す
る
市
長
意
見
書

を
尊
重
し
、
高
架
構
造
を
一
部
地
下

方
式
を
含
む
地
平
方
式
に
変
更
す
る

案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
地
元
へ
の
説
明
を

十
分
に
行
う
と
と
も
に
、
環
境
対
策

な
ど
住
民
の
立
場
を
配
慮
す
る
よ
う

強
く
求
め
ま
し
た
。

ま
た
、
環
境
影
響
評
価
準
備
書
の

提
出
に
基
づ
く
、
住
民
説
明
会
の
開

催
結
果
報
告
書
に
つ
い
て
、
委
員
か

ら
、
市
の
対
応
と
見
解
を
た
だ
し
た

と
こ
ろ
、
市
は
住
民
説
明
会
に
お
い

て
貨
物
駅
移
転
を
心
配
す
る
意
見
が

数
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。
昨
年
８
月
に
提
出
さ

れ
た
住
民
意
見
に
対
す
る
事
業
者
の

見
解
書
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
市
と

し
て
準
備
書
に
対
す
る
意
見
を
公
団

に
申
し
述
べ
て
い
き
た
い
と
し
て
い

ま
す
。

次
に
、
梅
田

貨
物
駅
に
残
る

半
分
の
移
転
先

に
つ
い
て
、
大

阪
市
と
日
本
鉄

道
建
設
公
団
は

安
治
川
口
駅
と

百
済
駅
の
２
か

所
の
Ｊ
Ｒ
貨
物

駅
を
候
補
地
と

し
て
、
協
議
を

進
め
て
い
る
こ

と
が
明
ら
か
に

さ
れ
ま
し
た
。

委
員
会
で

は
、
昨
年
１１
月
に
安
治
川
口
駅
と
百

済
駅
の
２
か
所
の
貨
物
駅
を
現
地
視

察
し
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
関
西
支
社
か
ら
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

市
で
は
、
基
本
協
定
に
基
づ
き
同

公
団
の
責
任
に
お
い
て
、
梅
田
貨
物

駅
機
能
の
半
分
が
大
阪
市
内
で
処
理

さ
れ
る
こ
と
が
、
時
期
も
含
め
て
明

確
と
な
ら
な
け
れ
ば
、
着
工
合
意
に

応
じ
ら
れ
な
い
と
の
考
え
を
示
し
て

い
ま
す
。

本
年
２
月
の
委
員
会
で
は
、
日
本

鉄
道
建
設
公
団
か
ら
同
建
設
事
業
に

関
す
る
測
量
・
地
質
調
査
に
つ
い

て
、
事
業
面
積
の
確
定
、
吹
田
貨
物

タ
ー
ミ
ナ
ル
駅（
仮
称
）
施
設
や
貨
物

専
用
道
路
の
構
造
物
の
詳
細
検
討
な

ど
に
必
要
な
調
査
で
あ
り
、
実
施
し

た
い
旨
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
し

か
し
、委
員
会
で
は
、
大
阪
市
内
で
の

貨
物
駅
機
能
の
半
分
の
受
入
問
題
の

結
論
が
出
て
い
な
い
現
時
点
で
は
、

調
査
の
実
施
は
認
め
る
べ
き
で
な
い

と
の
意
見
が
出
さ
れ
、
市
も
調
査
の

延
期
を
同
公
団
に
求
め
ま
し
た
。

大
阪
市
内
で
の
梅
田
貨
物
駅
に
残

る
半
分
の
受
入
問
題
の
現
状
に
つ
い

て
、
市
は
、
日
本
鉄
道
建
設
公
団
に

大
阪
市
と
の
協
議
の
経
過
を
報
告
す

る
よ
う
強
く
申
し
入
れ
を
し
て
い
ま

す
が
、
い
ま
だ
に
協
議
中
と
の
こ
と

で
、
そ
の
具
体
的
な
進
捗
状
況
は
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
は
、

こ
の
問
題
が
基
本
協
定
に
お
け
る
重

要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
今
後
と
も
早
期
に
明
確
に

さ
れ
る
よ
う
求
め
て
い
き
た
い
と
し

て
い
ま
す
。

昨年９月に実施された地域防災総合訓練

委員会での現地視察

自転車駐車場の整備が進められている豊津駅前

す い た 市 議 会 だ よ り（５）２００３年（平成１５年）４月２８日 発行


